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Ｖ．特になし 

 特定の農機具等の使用や特定の農作物などに関わらず発生した事故をこの項で掲載す

る。項目としては、有毒動物、重量物運搬、高所転落、歩行中、その他（分類がしずらい

事故）、内因性（作業中、気分が悪くなった、熱中症など）をこの項にまとめた。 

 

 

１９．有毒動物 

 自然界には毒を持った動植物が色々と存在する。今回、農作業関連の事例として上がっ

てきたのは蜂と蛇である。 

 蜂は、スズメバチで２例、その他確認できない蜂１例、蛇ではハブとマムシがそれぞれ

１例ずつであった。 

 

（１）蜂 

 いずれも、草刈機を使用していて襲われた事例である。 

 

①栗畑で草刈り中、切り株に巣くっていたスズメバチに襲われた 

             （平成24年 8月 午前8時半頃、栗畑、男性・65歳） 

 ９月上旬から始める

栗の収穫のために、18

ａ（17ｍ×106ｍ）の栗

畑下草刈りをしてい

た。朝 8 時 10 分開始、

20 分位したとき、取り

付け道路から 35ｍ地

点にあった、根元の周

囲が 54ｃｍ、上の細い

ところが 32ｃｍ、高さ

が 84ｃｍの栗の切り

株近く、約 40ｃｍのと

ころへ刃が来たとき、

根元に巣を作っていた

スズメバチに一斉に襲われた。 

 現在巣は、切り株の穴の一方は長径 12ｃｍ、幅 2ｃｍ、反対の穴は、長径 6ｃｍ、幅 2

ｃｍ、かつ巣の残骸が残っていた。 

 一昨年 8月の同時期に自走式草刈機で草刈りをしていて、やはり切り株にぶつかって、

中にいたスズメバチに襲われた経験があり、今回は、４ｍ先に飛びのいて、地面に伏せた。

首あたりを手で覆い、襲撃を避けた。伏せていたので臀部、大腿部を 10カ所程度刺された。 
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 500ｍくらい先の自宅

に戻り、娘が救急車を呼

んだ。 

 消防署への救急入電 8

時 38分、約 10 分で到着、

前回、２年前と同じ病院

に行こうとしたが、９時

前だったので断られ、別

の総合病院にいった。救

急車到着時、意識清明、

歩行可能、右大腿部およ

び臀部に 10 カ所程度の

蜂の刺し傷。心拍 100、

血圧 162／95、呼吸 18 血中酸素濃度 95％以上。 

 病院に到着し、痛み止め、塗り薬程度で治療終了。前回の時より症状はひどくなく、一

晩寝たら、痛みもかゆみもなくなった。 

 

＊事故原因 

 以前の脳梗塞の後遺症があり、もっと早く草刈りを１度しておくと、栗の切り株の様子

が確認できるのだが、できるだけ草刈りの回数を少なくするため、60ｃｍの草丈になって

からの草刈りであった。体力的にもかなりきつい状態。リハビリを兼ねてのつもりで草刈

りをしている。 

 栗の木は、以前の台風で何本も倒れ、蜂が巣をつくり易い状態となっている。倒れた木

や切り株の総て引き抜けばいいのだが、費用がかかり、栗の生産額と全くつりあわない。 

  草丈は約 60ｃｍ位で、巣穴が外からは見えなかった。巣は、雨のかからないところに作

る。特に今年は、雨が少なく巣は下の方に作ったようであり、巣穴は草に隠れてよく見え

なかった。（雨が多い年は、巣は上に作る）なお、当時の服装は、緑の上着に紺色のジャ

ージ、手袋は白の軍手であった。黒っぽい色のものは、蜂に襲われやすいとは知っていた。 

 

 

②集落での草刈り作業中、スズメバチ？に刺されアナフィラキシーとなる 

（平成23年 8月 午後1時頃、用水路、男性・59歳 

 集落での一斉除草・草刈り作業を終えて、午後からは小水路の水を使っている約 10軒の

人が出役し、用水路周りの草刈りをしていた。距離は 200ｍくらいの長さ。約 30分で作業

が終了し、用水に垂れかかった草を抱え、横にずらそうと、両手で草の塊を抱えたときに

中にいた黄色い蜂が一斉に襲いかかり白い軍手をしていた左手に５匹くらいが群がり手の

甲をぶすぶすと刺した。 

 約 10 年前の盆前の集落における一斉除草の時、やはりこの黄色い蜂に 10 時頃刺され、

１分もたたないうちに、全身かぶれたようになり、いてもたてもいられないくらいかゆく、 
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プールに飛び込みたいくらいになっ

た。また、呼吸が突然困難となり、そ

の場に倒れ込んだ。そばにいた人がす

ぐに救急車を呼んでくれて総合病院に

搬送された。点滴を受けて返された。

帰宅した時はまだ皮膚がぼこぼこであ

った。 

 以前の経験があったので、今回も同

じことが起こると思い、同じ仕事をし

ていた 50ｍ先にいた従弟のところに

急いで走って行った。その時、すぐに

症状が現れなかった。30 秒くらいして

も症状が現れなかったので大丈夫かと思ったが、従弟が「すぐ病院に行かなくては」と言

ってくれた。家に帰り（約 300ｍ先）シャワーを浴びている間に症状が激烈となった。 

 従弟は土建業で、隣の家の７歳下の人。特に知識が豊富ということは無かったが、「絶

対、病院に行くべき」だと、すでに車を準備してくれていた。車に乗ってから数分で、い

てもたってもいられない状態になり、かゆみと呼吸困難が襲ってきた。 

 病院には 30 分で到着、すぐに点滴。直後から劇的に回復。「帰っていいですか」と言っ

たら、48時間の間に２つの波があると言われ、やむなく３日間入院。その後エピペンを持

参するようにした。 

 

 

＊事故原因 

 子供時代、いつも家の周りのアシナ

ガバチに刺されても、かゆかったり痛

かっただけで、特別の症状がなく、軽

く考えていた。約 10年前に都会から帰

ってきて、村の一斉の草刈の時に黄色

い小さい蜂に刺されアナフィラキシー

となり、呼吸困難となった。単に蜂、

ではなく蜂の種類により、人により症

状の出る人と出ない人がいるようだ。 

 逆に、自分は蜂に刺されても大丈夫

と思っている人でも、種類が異なると

発症する場合もあり、黄色い蜂についても、最初に倒れた時に同じように唇に刺された人

がいたが、その部分が腫れただけで特別な症状はなかった。人によって反応は違うようだ。 

 一律に考えず、常に緊急事態を想定することが必要と考えられる。 

 この方は、その後エピペンを処方してもらい、常に常備している。 

 今年、同じ蜂に刺され同じ症状となった人がいた。エピペンを常備していたので、「注 

 



- 201 - 

射をしていいかね」と尋ねたら「やってくれ」と言われ、また、周囲にいた村の人たちか

らも「やってやれ」と言われたので注射した。症状は軽くてすんだようだ。 

 蜂によって、人によって反応が違うので、何かアレルゲンのテストのようなものがあれ

ばいい。 

 なお、スズメバチは黒を好むとのことでこの方は白の手袋等の服装をしておられたが、

やられたとのことである。現場は、草丈が 50～60ｃｍ以上あり、かつ下の方は雨露がかか

らず、蜂が巣を作るのには、適した場所との印象を持った。 

 この刺された蜂は、小さいのでキイロスズメバチではないかと思い、地元の森林組合の方

に確認したが、図鑑に載っているものと姿・形が異なり、「別の種類の蜂」と言われ種類

を特定するに至らなかった。 

 

 

③集落の水田に導水する水路の草刈中、スズメバチに襲われ、刺された 

（平成23年 8月 午後2時頃、導水路の藪、男性・76歳）  

  集落の 54ha の半分くらいの面積に給水する用水が山間地に走っている。暮れには、営農

組合全体で整備するが、夏場、草や灌木などが用水に垂れかかるので、それを自主的に刈

り取り、水が十分に行き渡るように作業をすることにしている。 

 その日も、同様に草や灌木など、用水に垂れかかっているものをなぎ倒していた。スズ

メバチに襲われた地点までは距離があり、直接現場近くまで行くことはできなかったが、

現在も多くの草などが用水を覆っていた。 

 用水周りの除草のため草を草刈機（回転刃、チップソー）でなぎ倒していて、午後２時

頃スズメバチに襲われた。２匹くらいが襲ってきたが、１匹が右上まぶたを刺した。今ま

でもスズメバチに刺されたことがあるが、特に医者に行くことはなかった。頭などを刺さ

れたこともあった。スズメバチは、ほかの蜂と

違って痛みが半日ほど続く。特にアナフィラキ

シーなどになったことはない。ほかの蜂だと、

痛みが持続する時間は、かなり短い。 

 この日も、刺されても放っておけばいいと思

ったが、翌日瞼が腫れ、垂れて目が開けられな

くなったので、やむなく 10キロくらい離れてい

る外科医院にバスに乗っていき、毒消しの注射

を打ってもらった。 

 

＊事故原因 

 これまでも、蜂に刺された方の現場を見たが、いかにも蜂が巣を作りそうな雰囲気の場

所であった。つまり、藪的な場所で、かつ雨がかからないようなところであった。受傷者

の方も、「このような雰囲気のところによく巣を作る」とおっしゃっていた。 

 ところで、蜂に刺され２回目以降は必ずアナフィラキシーになると思っていたが、この

方は何度刺されても、特にそのような症状は出現していない。 
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 とにかく、様々な蜂と当人との相性等があり、大丈夫と思っていてもショックが来たり、

逆にショックが来ると思っても来なかったりする。その意味では、とりあえず緊急事態を

想定した対応が必要と考えられた。 

 

（２）ヘビ 

 

＜１＞ハブ 

 

④放棄田の整備中、台風で飛ばされてきたビニールを手をどけたとき、潜んでいた 

 ハブに手を咬まれた 

      （平成19年 10月 午後4時頃、サトウキビ畑の放棄田、男性・28歳） 

 夕方４時頃、４～５年間棄されたサトウキビ畑を復活させるため、台風で飛んできたト

タンやビニールが舞い込んでいた畑を整備しようと、パワーショベルでこれらの物を取り

除いていた。 

 パワーショベルから降りて、積み上

がったビニールを動かしていたとき、

いきなりビニールの中に潜んでいたハ

ブに右手親指と人差し指の間の甲の部

分を咬まれた。 

 一緒にいた相方（事故報告者）とと

もに病院に急行。病院では、「様子を

見ましょう」とのことで 30分～1 時間

ぐらい観察が続いた。次第に手の先か

ら腫れてきて、上腕の中ぐらいまで腫

れが上がってきた。その後点滴が打た

れ、念のため約３日間入院。その後、

特に後遺症は無かった。 

 

＊事故原因 

 ハブについて、現地の農協の方から聞いた話を以下に要約する。 

 現在、沖縄には、「島ハブ」、「サキシマハブ」と最近ペットが野生化したと思われる

「台湾ハブ」がいる。 

 「島ハブ」の色はサトウキビの葉の色に近くサトウキビの茎の中間辺りにいることが多

い。また「サキシマハブ」は、サトウキビの枯れ葉の色とよく似ていて、それぞれ保護色

的で遠くから確認することが難しい。台湾ハブは本島の北部に生息し、すばしっこく、か

つ毒は強い。最近では、治療方法が徹底しているのかハブに咬まれて亡くなったとの話は

聞かない、とのこと。 

 通常ハブは、気の弱い生き物で、特別のことがない限り、襲うことはないのだが、突然

の出会い頭や追い立てられたりすると襲いかかってくる。この点は熊に似ていると言える。 
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 咬まれたとき、肉の多い部分を咬まれるとハブの歯が肉に食い込み、重症化することが

多いという。今回の場合、第１指と第２指の間であったが、歯が骨にぶつかったようで、

重症化することはなかった。他の人で、サトウキビの刈り取り中、ちょうど茎の中間地点、

地上約 1.2mにいたハブに額を咬まれた人がいた。その人の顔は倍くらいに腫れたが、それ

以上重症化はしなかったとのこと。額

にも骨がありハブの歯が食い込めなか

ったからだろうという。 

 ハブを捕まえたとき、ハブを生かし

続けるには、体長以上の容器に入れな

いと早くにくたばり死ぬ。獲物や食事

をした時には、しっかり体が伸びてい

ないと食べたものをはき出すとのこと

であった。 

 ハブの活動期は、10、11月の涼しく

なってからで、夏の暑い時期に活動は

しないはずであり、これからという時期であった。おそらく潜んでいたところに、パワー

ショベルで追い込んで、ビニールの陰に隠れていたところに手を出したためだろう、との

こと。特に、サトウキビの収穫期である１～３月は、サトウキビ畑に隠れていたハブが、

刈り取りでどんどん隠れるところが無くなり、最後に襲ったりすることがあるという。こ

れは、マムシが稲刈り中、どんどん追い込まれ、最後に飛び出してくるのに似ている。 

 なお、ハブはどういう訳か、昔からアヒルのいるところにハブはいないと言われている、

とのこと。 

 

＜２＞マムシ 

 

⑤休耕田でヨモギを摘んでいて、隠れていたマムシに咬まれた 

             （平成23年 5月 8時頃、山間の休耕田、女性・69歳） 

当日、ハトムギ畑を見に行ったら、

ちょうどその上の休耕田のところ

に、もち草・よもぎが生えていた。

この場所には農薬をまくこともな

く、また日陰で、柔らかく大変お

いしそうであり、鎌で刈ろうと左

手でもち草の表面を払うようにな

でた時、左手第４指、中節骨の外

側が、注射をされたように、ちく

っと痛みが走った。見ると、蛇の

しっぽが見え、マムシだと思い、

思わずそこに捨ててあったブロッ
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クをマムシの頭に投げ下ろした。 

 集落にはマムシがよく出るので、マムシの恐ろしさはいろいろ聞いているので、すぐに、

右手で指の元を押さえつけ、乗ってきた自転車に飛び乗り、右手片手ハンドルで運転し、

左手は口で毒を吸っては吐き、吸っては吐きながら家に向かった。 

 現場から約 600ｍの地点でご主人を含む営農組合の人たちが田植えをしてしたので、事

態を告げた。 

 営農組合の人たちの田植えをしているグループの人の中に自衛隊に行っている人があ

り、前腕の上部をひもで圧迫し、毒が回らないようにしてもらった。そのまま、一緒に働

いていたご主人の軽トラックで田植えの苗箱を乗せる枠を乗せたまま、すぐに病院へ走っ

た。その地点から約 20 分、途中「信号が赤の時も、無視して走って」と叫んでいた。病院

には、仲間から携帯電話で連絡が入れてあっ

たが、救急の人たちが多く待ち時間が 30 分く

らいあった。途中ほかの奥さんが、自分より

先にどうぞと言ってくれて、ようやく処置が

開始された。 

 血清注射後、点滴をしたが途中から気分が

悪くなり、体が赤くなり、のども具合が悪く

なり全身がかゆくなったので点滴を中止し

た。服は雨合羽などを着ていて、自分では脱

げなかったので、ご主人に脱がせてもらった。 

 

＊事故原因 

  マムシ咬傷の場合、とにかく体に毒が回らなくすること、大至急血清を打つことである。

ご本人は、おじいさんがマムシに腕を咬まれた時、咬まれたところをナイフで切り取って

くれと頼まれ、自分ではできなかったが、おじいさんが自分で切り取って、事なきを得た

ところを実際に見ておられる。また、マムシは体にいいというので、コンバインで稲刈り

の最後には、「マムシがいるぞ」とマムシ取り名人たちが待ち構えていて、マムシが現れ

るのを待って、捕まえたりしている。 

 このようにマムシに日常的に接し、また対応も見聞きして知っておられ、咬まれた直後

から、血を吸い出し、また止血しながらの的確な対応をされていた。しかし、それに比べ

病院での対応には緊急性があまり感じられない。 

 また、もし携帯電話を持参されていたら、もう少し余裕のある対応ができたかも知れな

い。 

 


